
将来像 産業が躍動し 彩りある暮らしが幸せをつなぐまち 金ケ崎
駒ケ岳のすそ野に広がる広大な大地のもと、金ケ崎町は農業から先進的なものづくりまで、多様な産業が息づ

く町として発展を遂げてきました。これら地域を支える産業の躍動は、地域経済の安定をもたらすとともに、一
人ひとりの生活の安定と、心豊かな暮らしを支える礎となります。先人たちから受け継いできたこの豊かな環境
を守り、新たな価値を創造する産業の活性化が、持続可能なまちづくりへとつながっていきます。
第十二次金ケ崎町総合計画では、このかけがえのない環境を次の世代へつなぎ、誰もが安心して心豊かに暮ら

せる町として歩みを進めることを目指します。
多様な生き方が尊重される現代において、単なる「職住近接」という利便性の追求にとどまらず、日々の暮ら

しに自分らしい「彩り」を加えていきます。一人ひとりが暮らしの中で感じる幸せの彩りが、互いに響き合い、
つながり合うことで、金ケ崎町全体へと広がる大きな幸せを形作っていきます。
町民、事業者、そしてこの町に関わるすべての人々とともに、幸せがあふれるまちづくりを推進します。

第十二次金ケ崎町総合計画【素案】（概要版）

１．計画期間
基本構想：令和８年度～令和17年度（10年間）
実施計画：令和８年度～令和12年度（５年間）

３．人口の将来展望

２．総合的な成果指標

彩りある暮らし：四季を感じる田園環境、地域のつながり、余暇の充実、学びや文化活動、多様な生き方が尊重されること。
誰もが自分らしく、生きがいを持ち、日々の暮らしの中に豊かさや楽しさ、充実感を実感できる状態。

推計値 将来展望
推計に対す
る改善数

令和12年
（2030年）

14,282人 14,415人 ＋133人

令和17年
（2035年）

13,650人 13,959人 ＋309人
項 目

現状値
（R７）

目標値
（R12）

目標値
（R17）

人口 15,110人 14,415人 13,959人

幸せだと感じている
町民の割合 ※

64.0% 65.4% 66.8%

住みよい町だと感じ
ている町民の割合※

58.2% 59.7% 61.2%

※「まちづくりアンケート」における肯定的評価の割合

推計値は、国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域
別将来推計人口より（R5.12.22公表）

年平均３０人の社会増を目指します。

４つの分野の政策を進めることで達成を
目指します。（次ページ参照）



Ⅲ 産業～豊かさを実感できるまち～ Ⅳ 教育文化 ～豊かな心を育むまち～

Ⅰ 生活環境 ～安全で住み心地のよいまち～ Ⅱ 健康福祉 ～いきいきと健やかに暮らせるまち～

４．分野ごとの政策方針

安全・安心なインフラ整備を基盤とし、多様なライフスタイル

に対応できる良質な居住環境を構築します。当町の特徴である豊

かな自然環境のもと、利便性と安全性が調和した生活環境を築く

ことで、「住みたい、住み続けたい」と実感できるまちを目指し

ます。

■施策の方針

・生活インフラと行政サービスの充実を通して、ニーズに沿った

快適な住環境の整備に取り組みます。

・生活インフラの維持と災害への備えなどを通して、安心して暮

らせる住環境の整備に取り組みます。

・省エネ、再エネ、森林保全などを通して、地球規模の自然環境

保全に取り組みます。

・関係人口の拡大、多様性への理解を進め、移住定住を促進します。

企業の安定した生産活動を支援し、雇用の場を創出するととも

に、地域で培われた農商工業の英知を結集し、新たな挑戦を支え

る土壌を育みます。内外の力が相互に作用することで新たな価値

を生み出し、働く喜びが暮らしの豊かさに直結する、持続可能な

産業のまちを目指します。

■施策の方針

・生産基盤の整備などの農家支援を通し、効率的な農業の実現と

所得の向上を図ります。

・産業用地確保と企業誘致を通し、働く場の確保を進めます。

・地域商業の維持、創業支援、町内観光資源の魅力ＰＲを通し、

地域経済の活性化を図ります。

誰もが人としての尊厳を持ち、住み慣れた地域や家庭の中で「そ

の人らしく」暮らし続けられるよう、医療・介護・福祉が連携した

地域共生社会を構築します。一人ひとりが健やかに暮らし、人の元

気が、まちの元気へとつながる、活力あるまちづくりを進めます。

■施策の方針

・健康づくり、早期発見・早期治療、高齢者の社会参加促進により、

いつまでも元気で健康的な生活を送れる環境整備に取り組みます。

・相談支援、経済支援、育児負担の軽減により、安心して産み育て

られるよう子育て世代への切れ目のない支援の充実を図ります。

・自立・生活支援と相談支援を通して、住み慣れた地域で共に暮ら

せる環境整備に取り組みます。

子どもたちが変化の激しいこれからの社会を生きるため、確かな

学力、豊かな心、健やかな体の知・徳・体をバランスよく育み、一

人ひとりが持つ多様な価値観を生かし、自分らしく輝ける未来に向

けた教育を目指します。

生涯を通じて誰もが「学び」の中に夢や生きがいを見出すことが

できるよう機会の充実を図り、心豊かな暮らしを実現します。

■施策の方針

・学校環境の充実や、適応支援・特別支援を推進し、子どもたちが

意欲をもって学べる環境整備に取り組みます。

・生涯教育の推進による学習・スポーツ環境の整備、文化財など地

域資源への理解を通して、人とのつながりや地域の絆を深めます。



５．重点プロジェクト ～ワクワク、ドキドキする金ケ崎町の実現～
（第三次金ケ崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略）

基本目標１
産業の基盤を固め、新たな挑戦と雇用を支えるまちをつくる
～産業・雇用創出プロジェクト～

基本目標２
人とつながり、訪れ住みたくなる彩りあるまちをつくる
～交流・にぎわい創出プロジェクト～

基本目標３
安心して子どもを育み、未来へつなぐまちをつくる
～子育て応援プロジェクト～

基本目標４
田園環境と都市機能が調和した、快適な住環境のまちをつくる
～居住環境整備プロジェクト～

（１）基本的な考え方
町民及び町内に住みたいと思う人が、やりがいと生活を支え

る所得を得ることができる雇用の場の創出に取り組みます。

（２）具体的な取組
①生産基盤の整備などの農家支援を通し、効率的な農業の実現と
所得の向上を図ります。

②産業用地確保と企業誘致を通し、働く場の確保を進めます。

（１）基本的な考え方
安心して、楽しく子供を育てることができるよう、情報発信の

充実、相談体制の確保、経済的支援等を通じて子育て環境の充実
に取り組みます。

（２）具体的な取組
①相談支援、経済支援、育児負担の軽減により、安心して産み育て
られるよう子育て世代への切れ目のない支援の充実を図ります。

②天候に左右されず子どもたちが遊べる拠点の誘致を目指し、「町
で子供を育てたい」と思ってもらうきっかけづくりに取り組みます。

③学習環境の整備、適応支援・特別支援を進め、子どもたちが意欲
をもって学べる環境整備に取り組みます。

（１）基本的な考え方
町民がいつまでも不安なく日々を過ごせるように安心して暮らせる

住環境の整備と健康づくり支援に取り組むとともに、生活の満足度が
向上するように持続可能で快適な環境整備に取り組みます。

（２）具体的な取組
①生活インフラの維持と災害への備えなどを通して、安心して暮らせる
住環境の整備に取り組みます。

②住民が日々健康に暮らせるようにするため健康づくりの環境の充実に
取り組みます。

③生活インフラと行政サービスの充実を通して、ニーズに沿った快適な
住環境の整備に取り組みます。

④持続可能なまちづくりのために省エネ、再エネ、森林保全などを通し
て、地球規模の自然環境保全に取り組みます。

（１）基本的な考え方
仕事、生活、趣味等が充実し、町民が安心して楽しく暮らすことが

できるとともに、町出身者や移住希望者が帰ってきたい、住んでみた
いと思えるような環境づくりに取り組みます。
また、金ケ崎町らしい魅力の発信により町に興味をもっていただく

きっかけの創出に取り組みます。

（２）具体的な取組
①関係人口の拡大、多様性への理解を進め、移住定住を促進します。
②地域商業の維持、創業支援、町内産品の魅力ＰＲを通し、地域経済の
安定を図ります。

③交通の要所を拠点とした新たな魅力ある施設を誘致することにより、
町の魅力を高めます。


